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事業費（人件費除く）の財源内訳
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実績

目標
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H22

A 現状維持 今後２年間で防災広場の整備及びアクセス道路の整備を図る。
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款
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防災広場等整備事業

自然災害等への十分な備えをする
目

避難所・避難路の確保

区分

会計

項

名               称
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改善についての取り組み

　

評価項目についてのコメント

効率性

4

4

必要性

有効性

4

4

達成度

フルコスト　（Ａ）＋（Ｂ）

Ａ
の
財
源
内
訳

11,100

まちづくり交付金45％（40.6％）
補助残合併特例債95％

670
24,500

450

まちづくり交付金89％（40.6％）(過充
当）
補助残合併特例債95％

その他特定財源の名称・補助基本額・
率
地方債の区分と充当率等

まちづくり交付金０％（40.6％）
補助残合併特例債95％

2,520

47,880

人

　 　
　 Σ

　
事業費計(A)

人件費（Ｂ）

市民の生命を守るための防災体制の強化が必要である。

避難および救援活動を効率的に実施し、市民の安全を確保するために有効である。

山田・阿波防災広場の測量設計、アクセス道路の整備、また、アクセス道路の整備にかかる構造物の解体を行った。
今後２年間で防災広場及びアクセス道路の整備をし、有事の際の安全確保を図っていく。

学校跡地の市有地を有効活用することによる公共コストの軽減を図る。

(千円)

平成２４年度 計画内容
事 業 内 容

50,400

総合評価 事業の方向性

4

1150

事業の成果を測る指標

整備進捗率（事業費）

評価項目 ポイント

防災費

防災対策経費

防災広場等整備事業

22,150

1,350

　 Σ

総務管理費

　 　

　 (千円)

51,120

0.10.1 人 720 人件費（Ｂ）

50,400

0
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事業費計(A) 　
　 　 　

Σ

測量設計委託

施設解体工事

事務費

アクセス道路工事

　

0

　 　
Σ　

人

　

3,200

(千円)　 (千円)

広場整備工事
0

12,730

25,220

　

アクセス道路工事

事務費

人件費（Ｂ）

　 Σ

人 720 人 720

事業費計(A)

人件費（Ｂ）

24,500

16,185

人件費（Ｂ）

　

0.1

事業費計(A)
　
事業費計(A)

人件費（Ｂ） 人

事業費計(A)
　 　

　 Σ

事務費

平成２３年度 計画内容平成２２年度 計画内容

0

3,800
1,558

平成１９年度 決算内容

想定される東海・東南海・南海等の大地震を始めとする大災害に
対応できる地域の防災拠点（避難場所）が整備される。

(千円)

運営主体

　
事 業 内 容 数量

　

（Ａ）
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基本計画該当頁
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事
業
内
容

委託
（事業量）

進
　
捗
　
状
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年度 20 21

工事
（事業量）

施設解体工事
アクセス道路工事

広場整備工事
5,000

(千円)

12,000

　

２次評価対象分

行革大綱の重点事項番号

事業種別 継続 補助 事業類型

小学校の統廃合により不要となった２箇所のグランドを防災広
場として整備する。２０年度から２２年度までの３ヵ年の事業内
容は、防災広場２箇所の整備工事、アクセス道路の新設１路
線、またこれに伴う旧施設（プール、山振施設、倉庫）の解体
工事、設計費、誘導案内板接地工事を実施する。

２０年度に山田・阿波防災広場の測量設計、アクセス道路
の整備、また、アクセス道路の整備にかかる構造物の解
体を行った。
今後２年間で防災広場及びアクセス道路の整備をし、有
事の際の安全確保を図っていく。

4
年間運営費

Ⅲ

対象等（何を、誰を）

阿波・山田地区住民（対象人口：５，０８５人）
大山田全域住民（対象人口：５，７２９人）

（※対象件数 ５，７２９人

根拠法令・要綱等

千円
市内の類似施設

2

総事業費 千円85,050

配置（予定）人員 人

平成２０年度 決算内容

　

3

防災広場　阿波：8,000㎡
　アクセス道路L=93.6㎡

防災広場　山田：8,500㎡

避難所誘導標識　10箇所

建設用地

建設面積（延床面積）

規模・構造

1

関連事業
年度 まちづくり交付金事業　大森５号線道路改良事業・阿波地区市民センター建設事

業

　委託先

22 年度

24,500

　

2,845

3,912 測量設計委託
広場整備工事

0

　 　

目標

実績

目標

実績

施設解体工事

測量設計委託

22,870

50,400
0

平成２１年度 計画内容

22,150

19,700

2,000

事      業      費
国庫支出金
県 支 出 金
地   方   債
受益者負担

22,150
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一 般 財 源

計

コード

名称
担当部課

７００１００

大山田支所総務振興課

終了年度 平成

評価者
氏　名

山本　繁昌 連絡先
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(内線)

実績

H19 H20 H21

実績値
単位指標設定の考え方

インフラ整備 ％
目標

実績

目標

実績

45
実績 25
目標

直営 指定管理 民間委託等直営 指定管理 民間委託等


